
 

資料２－５ 

 

○南相馬市鹿島デイサービスセンター設置条例 

平成１８年１月１日 

条例第１１８号 

改正 平成１８年３月３日条例第２４３号 

（設置） 

第１条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条第１項及び老人福祉法（昭和３

８年法律第１３３号）第１５条第２項の規定に基づき、老人デイサービスセンターを設置

する。 

（名称及び位置） 

第２条 老人デイサービスセンターの名称及び位置は、別表のとおりとする。 

（指定管理者） 

第３条 市長は、老人デイサービスセンターの設置目的を効果的に達成するため、管理運営

を指定管理者（地方自治法第２４４条の２第３項に規定する指定管理者をいう。以下同じ。）

に行わせることができる。 

２ 前項の規定のほか、この事業を実施する場合において、市は、利用者の決定等の事務を

除き、この事業の一部を社会福祉法人等に委託することができる。 

（利用の許可） 

第４条 老人デイサービスセンターを利用しようとする者は、市長又は指定管理者の許可を

受けなければならない。 

（費用徴収等） 

第５条 老人福祉法第２８条に定めるデイサービスセンターの利用に係る費用徴収額は、通

所介護に関し介護保険法第５３条第２項第１号に規定する厚生労働大臣が定める基準によ

り算定した費用の額の１００分の１０に相当する額とする。なお、食事の提供に対する費

用は、全額利用者負担とする。 

（費用徴収額の減免） 

第６条 市長は、特に必要と認めたときは、前条の利用料金を減額し、又は免除することが

できる。 

（費用徴収額の収入） 

第７条 市長は、指定管理者に費用徴収額を当該指定管理者の収入として収受させることが

できる。 

（指定管理者の指定の申請） 

第８条 法人その他の団体であって、指定管理者の指定を受けようとする者は、デイサービ

スセンター施設の指定管理者申請書（様式第１号）に次に掲げる書類を添えて、指定につ

いて市長に申請しなければならない。 

(1) デイサービスセンター施設の指定管理者事業計画書（様式第２号） 



 

(2) 前号に掲げるもののほか、市長が特に必要なもの 

（指定管理者の指定） 

第９条 市長は、前条の規定による申請があったときは、次の各号のいずれにも該当するも

ののうちから指定管理者の候補者を選定し、議会の議決を経て指定管理者として、指定し

なければならない。 

(1) 事業計画による施設の運営が住民の平等な利用を確保することができるものである

こと。 

(2) 事業計画の内容が当該事業計画に係る施設の効用を最大限に発揮させるとともに、そ

の管理に係る経費の縮減が図られるものであること。 

(3) 事業計画書に沿った管理運営を安定して行う物的能力及び人的能力を有するもので

あること。 

（事業報告書の作成及び提出） 

第１０条 指定管理者は、毎年度終了後３０日以内に、その管理する施設に関する次に掲げ

る事項を記載したデイサービスセンター施設の指定管理者事業報告書（様式第３号）を作

成し、市長に提出しなければならない。ただし、年度の途中において指定を取り消された

ときは、その取り消された日から起算して１４日以内に当該年度の当該日までの間の事業

報告書を提出しなければならない。 

(1) 管理運営業務の実施状況及び利用状況 

(2) 管理運営に係る経費の収支状況 

(3) 前２号に掲げるもののほか、実態を把握するために必要と認めたもの 

（業務報告の聴取等） 

第１１条 市長は、施設の管理の適正を期するため、指定管理者に対し、その管理の業務及

び経理の状況に関し、定期又は必要に応じて臨時に報告を求め、実地に調査し、又は必要

な指示をする事ができる。 

（指定の取消し等） 

第１２条 市長は、指定管理者が前条の指示に従わないとき、その他指定管理者の責めに帰

すべき事由により当該指定管理者による管理を継続することができないときは、その指定

を取り消し、又は期間を定めて管理の業務の全部又は一部の停止を命ずることができる。 

２ 前項の規定により指定を取り消し、又は期間を定めて管理の業務の全部若しくは一部の

停止を命じた場合において指定管理者に損害が生じても、市長はその賠償の責めを負わな

い。 

（損害賠償義務） 

第１３条 指定管理者は、故意又は過失によりその管理する施設又は設備を損壊し、又は滅

失したときは、それによって生じた損害を市に賠償しなければならない。ただし、市長が

特別の事情があると認めるときは、この限りでない。 

（秘密保持義務） 

第１４条 指定管理者又はその管理する施設の業務に従事している者（以下「従事者」とい

う。）は、南相馬市個人情報保護条例（平成１８年南相馬市条例第２３号）の規定を遵守



 

し、個人情報が適切に保護されるよう配慮するとともに、施設の管理に関し知り得た秘密

を他に漏らし、又は自己の利益のために利用してはならない。指定管理者の指定の期間が

満了し、若しくは指定を取り消され、又は従事者の職務を退いた後においても、同様とす

る。 

（委任） 

第１５条 この条例の施行に関し必要な事項は、市長が別に定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、平成１８年１月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例の施行の日の前日までに、合併前の鹿島町デイサービスセンター施設の指定管

理の手続き等に関する条例（平成１７年鹿島町条例第５号）の規定によりなされた処分、

手続その他の行為は、この条例の相当規定によりなされたものとみなす。 

附 則（平成１８年条例第２４３号） 

この条例は、公布の日から施行し、改正後の南相馬市附属機関設置条例等の一部を改正す

る条例の規定は、平成１８年１月１日から適用する。 

別表（第２条関係） 

名称 位置 

南相馬市鹿島第１デイサービスセンター 南相馬市鹿島区西町二丁目１１６番地 

南相馬市鹿島第２デイサービスセンター 南相馬市鹿島区西町二丁目１６５番地 

 

 


